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旋削時自励振動における位相おくれと振動痕について
phaseLagandChatterMarksinSelf-ExcitedVibrationofTurning
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1. ま え が き

旋削時に生ずる自励振動において,被削面に残される

"びびりマーク",振動痕は,送り方向にむかって時計方

向にねじれる特有のパターンを生じることが多く,これ

が振動波形を1回転ごとにみたときにできる位相おくれ

から直ちに創成されるものと理解されていたかにみえ

る.1)本報告では,チャックで片持ちとした旋削で,ねじ

れ方向が反時計方向にもなり,送 り方向に刻々変化する

パターンとなる2)ことを確認する一方,これを2次元粗

さ測定3)4)することにより特徴を把握した.次に1回転ご

との振動波形の位相おくれをマイクロコンピュータを用

いた装置で測定し,振動痕パターンとの関連を明らかに

することを試みた.また振動痕のパターンを模擬によっ

て創成し,パターンの変化が振動数の微小な変化によっ

ておこりうることを確認した.
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図1 旋削時自励振動測定システムの概念図

図 2 被削面振動病の例
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2. 振 動 痕 の特 徴

図 1は自励振動測定システムの概念図である. 2方向

の相対変位によって被削材の運動を求め,動力計から切

削力を求めている.図 2は被削面振動痕パターンの一例
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図 3 反時計まわりパターンの面形状等高線
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図4 時計まわりパターンの面形状等高線
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